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98 CIAS Discussion Paper No. 25 災害遺産と創造的復興──地域情報学の知見を活用して
の地域で地道に進めていくしか方法はないでしょう。
言語の問題ですが、最近の自動翻訳技術の急速な発展
を見ると、一定の条件の下ではかなりの改善が期待で
きると考えています。
データベースの作成では
国際的な共同作業が不可欠
メイダル（シアクアラ大学大学院防災学専攻・学生） 私
たちはこれからたくさんデータベースを作っていき
たいと考えています。原先生、環境化学のデータベー
スを作る上で何かよいアイデアがあったら教えてく
ださい。
原　私は環境の専門家ではないのですが、生態や海洋
など幾つかの研究分野では国際的な共同作業のもと
でデータベースを作っています。もちろんメタデータ
の提案も行っています。ですから、自分の目的に一致
したデータベース作成をしている組織をまず捜すこ
とをお勧めします。
大規模な森林伐採の問題を
いかに解決するか
アブドゥル・ムザキル　災害は地震や津波だけではあ
りません。たとえば不作があります。去年、大アチェ県
では数万ヘクタールで収穫できず、大きな影響があり
ました。このように、津波や地震に限るのではなく、住
民の所得に直接関わるような災害もきちんと考えて
いってほしいと思います。
　それから、アチェにおける森林伐採の問題は大きい
と思います。マレーシアの森林開発や日本の開発を参
考にしたりするべきだと思います。日本との協力は単
にセミナーやワークショップを行うだけではなく、共
同研究を進めて比較研究ができるようなかたちにし
てもらえたらと思います。
アドナン・ブランシャー　南アチェ県の森林伐採の問
題は充分に理解しているつもりです。さまざまな問題
がありますが、政府や投資をしている企業だけを責め
るのではなく、住民自身がさまざまなかたちでこの問
題を解消するのに協力してもらうことが必要だと考
えています。みなさんのご協力をお願いいたします。
アブドゥル・ムザキル　アチェの森林伐採によって起
こっている住民経済の問題をどのように解消できる
のかについて、日本にはたくさんの知識や経験がある
はずです。アチェから人を派遣して勉強するといった
ことはできないでしょうか。
司会　アチェの問題を解決するための知識や技術、経
験を日本から学びたいということですが、そのことに
ついて日本からの参加者からどなたかコメントをい
ただけませんか。
柳澤雅之　森林をどう回復するか、どうやって守るか
は地域によって違います。いま京都大学では、日本、ベ
トナム、インドネシア（カリマンタン、ジャワ、スマト
ラ島）で、どのようにして森林を守るか、植林をするか、
地元で生活する人たちを守るかを探るプロジェクト
を行っています。いろいろな地域によって事情が異な
り、原因が異なりますので、それぞれの事情に合った
解決策を取ることがいちばん大切です。
